
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

竹田地域協議会が設立して、約１ヶ月が経過しました。この間にそれぞれ３つの部会において、今年度

の実施事業計画が協議されました。協議会が発足して最初の会議という事もあり、戸惑いもありましたが、

｢自分たちの地域は自分たちの手で｣といった熱い思いも重なり、各担当部会の課題について活発な意見交

換がなされました。 

  教育民生部会では、従来の地区公民館で実施してきた活動を中心にして、文化・体育活動の年間計画が

決定し、さらには、地域の高齢化が進み｢不安を多く抱える高齢者に 

対して、地域協議会として取り組むべき事は何か？」といった議論ま 

で行われ、地域の抱える課題解決に向けて一歩を踏みだしました。 

産業振興部・地域振興部でも同様に、地域の課題とされる農林業振 

興、むらの活性化の取り組み等について、意見交換が行われました。 

各部ともこれまで必要とされながら、地域の中で議論される機会が少 

なかった問題だけに、これからの地域自治に向けた有意義な意見交換 

の場となりました。 

最初から背伸びをして多くの取り組みはできませんが、竹田の将来像をみんなで描き、試行錯誤を繰り

返しながら、少しずつ取り組みを進めていきましょう。 

 

 

事業計画と協議経過 

 

教育民生部             産業振興部          地域振興部 

 部 長：岩佐正巳 さん（曹源寺）      部 長：安田耕二 さん（穴鴨）    部 長：米田親史 さん（下西谷）

 副部長：背戸泰宏 さん（久原）        副部長：橋本浩次 さん（久原）       副部長：米田正雄 さん（下畑） 
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①体育活動             
４月２１日（土）ソフトバレー大会 

５月２７日（日）Ｇ・Ｇ大会 

７月２８日（土）ペタンク大会 

８月１５日（水）ソフトボール大会 

９月 ９日（日）竹田大運動会 

②文化活動 
１１月２５日（日）竹田まつり 

③青少年育成事業 
年数回 みささ南土曜楽校 

④活動奨励事業 
部落学級の取り組み奨励 

集落内独居老人宅への訪問活動 

１９年の重点取組みテーマを 

「地域特産品の 

伝承・保存・開発」 

に絞り、部会事業を展開する。

 事業計画立案及び竹田の実情

把握を行うため、農林産物・特

産物等の集落調査を部会員が実

施する。 

※集落データーを持ち寄り、現

状を把握した上で、事業計画

を作成する 

１９年の部会での取り組み 

を決定するため、 

○地域振興部会のメンバーに区

長さんを加え、取り組みを進

めていく。 

①地域振興部員が次回部会開

催までに地域・集落の抱え

る課題を持ち寄る。 

②意見を出しやすくするため

部会を２つの小グループに

分け、事業計画を考える。

 ③再度、地域振興部会を開催

し、事業計画をまとめ上げ

る。 



 
 
 
 
 
 

 

 
                                                        
 
 
 

               
シリーズその３「学校評価をもとに元気な南小づくり」№7 

 

元気な南小づくりに向けて４視点から学校評価項目を作成しました。今回は、その３視点目を紹介します。

  Ⅲ 南小学校バッチリズム推進プラン（体育） 

    ○ 児童は友だちと競い合いながら、自分を高めようとしているか 

   ○ 学校は体力づくりや健康・安全に関心をもって行動できるよう指導しているか 

       （早朝練習、健康の記録等） 

    ○ 学校は朝食の摂取や学校給食等を通した食育の指導をしているか 

       （アンケート、保健だより等） 
    ☆ 家庭で子どもと早寝早起きやノーテレビデーについて話し合っているか 
 
  新体力テストが毎年実施されます。新体力テストは「児童の運動能力の現状を確かめるとともに児童が

自己の記録をもとに自己の体力を高めることができるようにする」ことをねらいとしています。 

   このテストの結果、全国平均よりもよかったのは、南小学校全体としてみると 

  （上体起こし）（反復横とび）（シャトルラン）（ソフトボール投げ）です。 

  反対に、弱いところは、（握力）（長座体前屈）（50m走）です。 

  長座体前屈が弱いということは、体が硬いということです。体が硬いということは、ケガをしやすい、

運動能力や技術の向上に結びつきにくいことを意味しています。柔軟性を高めるための具体的な取り組み

を検討していくことが課題であると考えています。 

  ただ、体育学習の充実だけでは体力の向上は期待できません。日々の活動の中でいろんな遊び、いろん

な運動にチャレンジすることが大切だと思います。そうすることで、いろんな部分の筋肉を使い、それが

柔軟性を高めることにもつながり、さらには、敏捷性や調整力を養うことに役立っていきます。 

  小学校の段階でひとつのスポーツにだけ取り組むことは再考したいと思います。いろんなスポーツに関

わることで「バランスのとれた体力」を子どもたちに育むことが求められているような気がします。 

（文責：森反 幸政） 
 

３月 主な行事予定 
地域協議会 

土曜楽校『ｶﾛｰﾘﾝｸﾞ・閉校式』
１０日（土） 

地域協議会地域振興部会 

１１日（日） 地域協議会産業振興部会 

 
南小学校 
１２日（月） ６年生を送る会 

１６日（金） 卒業式 

２３日（金） 南小学校終了式 

４／  ９ 始業式 

４／１０  入学式 

 
※ 竹田公民館・体育館のワックスがけを 

３月１７～１８日に行います。施設の

使用が出来ませんので、皆さんのご理解

お願いします。 

竹田の散歩道 
 竹田地域の変わった伝説と石碑を紹介します。皆さ

ん、ぶらり訪れてみませんか？ 
 
 
 昔、木地山の小椋伝兵衛さんが“妖怪ふすま”に閉じ込
められました。この時、神仏に【この危難から助けて頂い

たら、日本国中を廻って神社・仏閣にお礼参りをします。】

といってお祈りをしました。そして、その願いが見事通じ、

助けてもらったお礼にお参りをしました。その時、持ち帰

ったとされるお 

経を収めた場所 

に建っているの 

が、写真の石碑 

です。（右写真） 

“妖怪ふすま” 

は、どんな妖怪 

だったのか？皆 

さん調べて見て 

ネ。!! 



 


